
７ ２０１３年５月号

村
内
の
出
来
事
、
話
題
を
お
届
け
し
ま
す

４月

Ｔｏｐｉｃｓ

永
年
勤
続

功
労
章
表
彰

藤
田
重
之
さ
ん
が
、
多
年
に
わ

た
り
消
防
の
発
展
に
努
め
ら
れ
、

そ
の
成
績
は
優
秀
で
あ
り
他
の
模

範
と
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
消
防
庁

長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
を
授

章
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
事
業

株
式
会
社
橋
本
川
島
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
様
（
旭
川
市
・
川
島
崇

則
社
長
）
に
よ
り
、
２
月

日
に

２５

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

双
民
館
、
宿
泊
棟
、
物
置
の
屋
根

の
雪
下
ろ
し
を
行
っ
て
頂
き
ま
し

た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
入
園
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

４
月
３
日
に
占
冠
・
ト
マ
ム
へ

き
地
保
育
所
の
入
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

園
児
紹
介
で
は
、
先
生
に
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
、
元
気
な
声
で
「
は

い
っ
！
」
と
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
４
月
８
日
に
、
占
冠
村
交
通

安
全
協
会
並
び
に
婦
人
部
、
高
齢

者
交
通
安
全
推
進
協
議
会
、
占
冠

村
交
通
安
全
議
員
連
盟
の
会
員
が

道
の
駅
前
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発

「
旗
の
波
運
動
」
を
実
施
し
ま
し

た
。参

加
者
は
、
黄
色
の
旗
を
手
に

通
過
車
両
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ト
マ
ム
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設

組
合
（
夏
井
忠
之
組
合
長
）
の
解

散
に
あ
た
り
、
ト
マ
ム
小
中
学
校

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
１
基
と
ト
マ

ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
緞

帳
一
式
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

当
組
合
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
開
始
に
伴
い
施
設
が
不
要
と
な

り
、
組
合
を
解
散
し
ま
し
た
。



２０１３年５月号 ８

電源立地地域対策交付金事業は、村内小中学校の

維持運営費に使用しました。

■お問い合せ■ 企画商工課商工観光担当 電話 ５６-２１２４

平成２４年度占冠村の情報公
開制度の運用状況について

平成２4年度の情報公開制度の運

用状況をお知らせします。

●開示請求の処理状況

請求件数 ０件

公開件数 ０件

非公開件数 ０件

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
こ
と

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所

に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以

外
の

歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入

６０

す
る
た
め
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

歳
６０

未
満
の
配
偶
者
（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
国
民
年
金
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
を
怠
る
と
、
年
金
額
が
減
る
場

合
や
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
け
取
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

と
な
る
場
合

歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ
び
そ
の
配

６０
偶
者
な
ど
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
年
金
に

加
入
す
る
人
や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の

人
）
と
な
る
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
住
所
地
の
市
区
役
所
ま

た
は
町
村
役
場
の
窓
口
で
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続
が
必
要
で

す
。
こ
の
手
続
に
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付
し
て
、「
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
提
出

し
ま
す
。

提
出
期
限
は
退
職
日
の
翌
日
か
ら

日
以

１４

内
で
、
本
人
ま
た
は
世
帯
主
が
提
出
し
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
月
額
１

５
，
０
４
０
円
（
平
成

年
度
）
で
す
。

２５

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定

期
間
分
（
原
則
と
し
て
半
年
ま
た
は
一
年
間
）

の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す
る
と
保
険
料

が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
や
、
口
座
振
替
で

納
付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
制
度

（
早
割
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者

と
な
る
場
合

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
被
保
険
者
（

歳
以
上

歳
未
満

６５

７０

で
老
齢
ま
た
は
退
職
を
理
由
と
す
る
年
金
の

受
給
権
を
有
す
る
人
は
除
く
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る

歳
以
上

歳
未
満
の
配
偶
者
は
、

２０

６０

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。こ

の
場
合
に
は
、
配
偶
者
の
勤
務
し
て
い

る
事
業
所
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所
に
、「
国

民
年
金
第
三
号
被
保
険
者（
資
格
取
得
・
種
別

変
更
・
種
別
確
認（
三
号
該
当
）、資
格
喪
失
・

死
亡
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
変
更
（
訂

正
）
届
」
を
提
出
し
ま
す
。
こ
の
届
書
に
は
、

収
入
確
認
の
た
め
の
書
類
と
年
金
手
帳
ま
た

は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付
し
ま
す
。

収
入
確
認
の
た
め
の
書
類
と
は
、
非
課
税

証
明
書
な
ど
で
、
控
除
対
象
配
偶
者
と
な
っ

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
証
明
に

よ
り
収
入
確
認
の
た
め
の
書
類
の
添
付
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
は
、
事
業
主
が
届
書
に
基
礎
年
金
番

号
や
氏
名
が
正
し
く
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
れ
ば
年
金
事
務
所
へ
の
添
付
を
省

略
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
氏
名
変
更
を
伴
う

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
は
年
金
手
帳
の
添

付
が
必
要
で
す
。

届
書
の
提
出
期
限
は
、
被
扶
養
者
に
該
当

し
た
日
か
ら

日
以
内
で
、
事
業
主
（
健
康

１４

保
険
組
合
の
場
合
は
組
合
）
経
由
で
提
出
し

ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配
偶
者

が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
な
ど
か
ら
拠
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に

保
険
料
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者

と
な
る
場
合

歳
以
上

歳
未
満
で
、
老
齢
給
付
の
受

６０

６５

給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
か
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、

歳
以
上

歳
未
満
で
、
老
齢
給

６５

７０

付
の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場
合

に
も
、
任
意
加
入
被
保
険
者
（
特
例
任
意
加

入
被
保
険
者
）
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
の
手
続
は
、
住
所
地
の
市
区
役

所
ま
た
は
町
村
役
場
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を

添
付
し
て
、
本
人
が
手
続
を
行
い
ま
す
。

任
意
加
入
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
国
民

年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
と
同
じ
で
す
が
、

保
険
料
の
免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、

歳
以
上
の
特
例
任
意
加
入
被
保
険
者

６５

は
、
付
加
保
険
料
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
任
意
加
入
被
保
険
者
の
場
合
、
保

険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
口
座
振
替

に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
旭
川
年
金
事
務
所
（
０
１
６

６
‐

‐
１
６
１
１
）
ま
た
は
保
健
福
祉
課

２７

戸
籍
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
戸
籍
担
当

電
話

‐
２
１
２
３

５６

退
職
後
の
国
民
年
金
の

手
続
に
つ
い
て



９ ２０１３年５月号

富良野広域連合 富良野消防署占冠支署 察56-2119

火災・救急・救助 119

消防瓦版 纏
ま と い

平成２５年４月４日（木）富良野消防署占冠支署において占冠支署、占冠診療

所医師及び看護師、近隣消防職員合わせて２３名で合同訓練を実施しました。

占冠支署単独での消防力では対応できない多重衝突事故、各種災害、集

団食中毒等の事案に迅速に対応できるよう他機関との連携を図るため開催

したものです。

まず初めに赤平副支署長から訓練概要が説明され、高速道路上で車６台

の内バス１台を含む多重衝突事故等を想定した訓練が行われました。

訓練中は実災害に即した活動を心掛け、緊張感のある中で実施すること

ができ、訓練終了後も、活発な意見交換がなされ大変充実した訓練となり

ました。

また、占冠診療所の山口医師からも占冠村で多重傷病者事案が発生した

際についての講話があり、占冠村管内でこのような事案が発生した際には

互いに協力し合い迅速且つ的確な活動が出来るよう、今後も訓練を積み重

ねてまいります。

多数傷病者発生時図上訓練 ～図上訓練で連携確認！～

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

救急出場状況（３月分）
（４人）４件交通事故

（９人）９件一般負傷

（５人）５件急 病

（１８人）１８件３月計

（５５人）５９件累 計

人員内は搬送※（ ）

２２５１

４
月
６
日
～

日
の
間
、
春
の
全

１５

国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
期
間
の
重
点
運
動
は

酸
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
酸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
酸
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
防
止

酸
飲
酒
運
転
の
根
絶

酸
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

の
５
点
で
す
。
村
で
は
交
通
指
導

員
、
交
通
安
全
推
進
協
議
会
、
高
齢

者
交
通
安
全
推
進
協
議
会
、
学
校
関

係
者
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
次
の
と

お
り
期
間
中
の
運
動
を
行
い
ま
し

た
。

煙
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
の
日

（
街
頭
啓
発
）

４
月
８
日
、
国
道
２
３
７
号
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
前
で
、
富
良
警
察

署
占
冠
駐
在
所
、
交
通
安
全
協
会
、

高
齢
者
交
通
安
全
推
進
協
議
会
、
交

通
指
導
員
、
役
場
職
員
な
ど
に
よ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
（
街
頭
啓
発
）

が
行
わ
れ
、
通
過
車
両
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

煙
夜
間
パ
ト
ラ
イ
ト

（
赤
色
回
転
灯
に
よ
る
注
意
喚
起
）

４
月
８
日
、

日
、

日
の
三
日

１１

１５

間
赤
色
回
転
灯
を
点
燈
し
事
故
防
止

を
警
告
し
ま
し
た
。

平成２５年４月２０日現在

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
のののののののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
がががががががががががががががががががが
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
なななななななななななななななななななな
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

エ
ゾ
シ
カ
と
の
衝
突
に注

意
！

煙
春
先
に
注
意
！
日
没
と
夜
明
け
前

後
に
出
没
集
中
！

エ
ゾ
シ
カ
事
故
は

月
～
１
月
、

１０

次
い
で
春
先
の
４
月
～
５
月
に
多
く

出
没
し
ま
す
。
時
間
帯
と
し
て
は
、

時
～

時
、
４
～
６
時
に
集
中
し

１６

２０

て
い
ま
す
。

煙
シ
カ
の
あ
と
に
は
シ
カ
あ
り
！

エ
ゾ
シ
カ
は
群
れ
で
行
動
し
て
い

ま
す
。
１
頭
目
が
渡
り
き
っ
て
安
心

し
て
い
る
と
、
後
か
ら
２
頭
３
頭
と

飛
び
出
し
て
き
ま
す
。
エ
ゾ
シ
カ
を

１
頭
見
た
ら
ま
ず
減
速
を
し
ま
し
ょ

う
。

煙
エ
ゾ
シ
カ
は
マ
イ
ペ
ー
ス
！

エ
ゾ
シ
カ
は
、
車
が
近
づ
い
て
も

逃
げ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
減
速
し
な

い
と
衝
突
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

道
路
上
で
エ
ゾ
シ
カ
を
見
た
ら
ま
ず

は
減
速
を
し
ま
し
ょ
う
。

煙
夜
間
に
光
を
見
た
ら
ブ
レ
ー
キ

を
！

エ
ゾ
シ
カ
の
目
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

が
反
射
し
て
光
り
ま
す
。
夜
間
に
光

る
モ
ノ
を
見
た
ら
、
ま
ず
は
減
速
を

し
ま
し
ょ
う
。

煙
森
・
林
は
シ
カ
の
通
り
道
！

通
過
す
る
時
は
エ
ゾ
シ
カ
の
飛
び

出
し
に
注
意
し
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

第２９５号
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